
 

 

 

 

 
 

 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年松組 藤川 偉知 さん 冨山 夏未 さん 

６年竹組 田中  命  さん 三崎 唯奈 さん 

６年梅組 服部 康正 さん 藤井 檜向 さん 

５年松組 塩田 凱大 さん 小森  蘭  さん 

５年竹組 内田 千聖 さん 松村みそら さん 

５年梅組 河内 大地 さん 伊瀨未那美 さん 

４年松組 山地 愛輝 さん 安部ひなた さん 

４年竹組 水口銀二郎 さん 中村 春花 さん 

４年梅組 安藤 泰雅 さん 米田 萌音 さん 

３年松組 原  静琉 さん    山下ひなた さん 

３年竹組 内田 三聖 さん 久保 瀬凪 さん 

３年梅組 亀山 凜人 さん 東  和花 さん 

２年松組 吉田 貫汰 さん 谷渕 優花 さん 

２年竹組 宮本 航瑠 さん 岸本 和花 さん 

２年梅組 糸口 柾哉 さん 山下 和奏 さん 
 

 
本校の新型コロナウイルス感染防止対策等について その４  

 学 校 便 り  琢磨 

第５号 R2.6.4 三豊市立詫間小学校 

 

六
月
一
日
か
ら
、
学
校
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
貴
重
な
こ

と
だ
と
、
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

長
い
臨
時
休
業
の
期
間
、
子
ど
も
た
ち

に
も
、
保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、

多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
本
当
に
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

さ
て
、
学
校
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

感
染
拡
大
の
危
険
は
、
無
く
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
波
、
第
三
波
の

不
安
も
あ
る
中
、
学
校
生
活
に
お
い
て
も

様
々
な
制
限
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中

で
の
学
校
の
再
開
で
す
。
例
年
通
り
の
行

事
や
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
学
校
生
活
が
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

詫
間
小
学
校
の
教
職
員
全
員
で
、
し
っ
か

り
と
考
え
抜
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

の
保
障
や
、
活
躍
の
場
の
提
供
等
が
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

校
長 

真
鍋 

佳
樹 

 
 

１学期終業式、２学期の始業式について 

 先日、三豊市教育委員会教育長からのお知らせをお配りしましたが、本年度の１学期の終業式は、７月

３１日（金）、２学期の始業式は８月２０日（木）となります。授業時間の確保のため、始業式、終業式

の日も給食、午後からの授業を実施します。 

１学期懇談会について 

 市内の小中学校統一で、授業時間の確保のため、懇談会は夏季休業中に実施いたします。本校は、８月

４日（火）８：３０～１６：３０を予定しています。 

なお、詫間中学校の懇談会も同じ日に予定しています。 

６月１日（月）１学期の学級委員の任命 全校集会を開くことができませんので、校長が各教室を

回って「学級委員の任命式」を行いました。１学期の学級委員さん、よろしくお願いします。 



真鍋校長の独り言 その３ 

習い事がクビになってしまった！―ピアノ編― 

 私が幼稚園に通っていた頃、四歳年上の姉がピアノを習い始めました。「お姉ちゃんがピアノを習いに

行くのだから、あんたも、ついでに行きなさい。」と、いうことで、私の気持ちは全く無視され、ピアノ

の先生のお宅に、週１回、レッスンに通うことになりました。後で母親に聞いた話ですが、幼稚園の頃、

落ち着きがなく、じっとしていられない私を心配し、ピアノを習わせたら少しは落ち着くかもと考えた結

果の両親の決断だったそうです。 

 ピアノは、真っ黒でピカピカに磨かれていて、鏡みたいに自分の姿が映りました。鍵盤をそっとたたい

てみると、ポローンと音が響き、違う鍵盤をたたくと、違う音が出て、私は子どもながらに「ピアノって

すごいなあ！」と感じ、ゼロだったピアノへの興味は一気に高まりました。 

 しかし、練習が始まると、「この鍵盤は、この指で！」とか、「左手はこうで、右手はこう！」、「楽譜を

見て弾きなさい！」などの連続で、高まっていた興味は、再びゼロになってしまいました。興味が無くな

ると、ピアノのレッスンに行くのが嫌でたまらなくなって、当然、家での練習もサボるようになりますか

ら、レッスンの日には、「何で練習してこないの！」と、先生に叱られます。それでも、少しはがんばっ

て練習をしてみますが、左手と右手は、どうしても違う動きができません。 

 そんなことが、数か月続いたある日。ピアノの先生から、とうとう「よしきさんは、ピアノを習う気が

全くありませんね。もう今度から来なくていいです！」と、告げられたのです。先生は、私に喝を入れる

つもりで、そうおっしゃったのだと思いますが、私は、クビになったと（実は喜んで）、その日以来レッ

スンに行くのをやめてしまったのです。 

 それから２５年後、３０歳になった頃。私は、何と、独学（先生に教えてもらわずに）で、ピアノの練

習を始めることになるのです。そのきっかけは、また、いつか「真鍋校長の独り言」で紹介します。 

 次回は、習い事がクビになってしまった！―習字編―です。 


